
１．事業目的 ４．事業実施による効果（評価・貢献度等）

２．事業実施体制

３．事業実施概要

　本賞は、平成11年度第17回研究調査発表会より始められ、平成29年度までに
計92名が受賞している。
　故 土屋雷蔵 博士は、旧建設省技官として北陸の地に勤務した。全国有数の
交通量を誇る全線立体構造の新潟バイパスを構想段階から牽引し、地域特有
の雪に強い道路づくりを推進するなど、先見性と実行力に優れた土木技術者で
ある。
　その名を冠した表彰制度は、産官学の若手研究者･技術者の調査研究を推
進･奨励し、地域を支える土木技術者を育成することに大きな意義を持っている。

　公益社団法人土木学会関東支部新潟会では、産・官・学の情報交換を図り、
多様化する土木技術の実情を把握するとともに、より一層の技術の向上を目
指す目的で、毎年、研究調査発表会を開催している。
　本賞は、新潟地区の土木工学に係る学術･技術の進展に尽カ、土木事業の
発展に寄与された故 土屋雷蔵工学博士を称え制定した制度で、地域を支える
土木技術者を育成することを目的に、研究発表会の優秀講演者を表彰する。
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主 催：　(公社)土木学会 関東支部新潟会
協 力：　(一社)北陸地域づくり協会

◆平成30年度（第36回）研究調査発表会概要
　日時：平成30年11月13日（火） 9:30～18:00
　会場：朱鷺メッセ（新潟市内）
　プログラム：
　　・セッション（課題発表）　7部門134課題
　　・コンクリート討論会

◆土屋雷蔵賞概要
　対象者：論文内容に加え、講演が簡潔明瞭で優れた者
　選定方法：各セッションの司会者がそのセッションでの講演者を評価
　　　　　　　 その評価に基づいて若干名の受賞対象者を決定
　　　　　　　 別途「規定」「内規」に基づき選定
　＊新潟会ホームページ及び研究調査発表会論文集にて
　　賞の概要と受賞者を公表する。
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